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はじめに
高緯度海域に広く分布する海氷が、世界
の気候に大きな役割を果たしている事はよ
く知られている。なかでも、オホーツク海
は地球上で最も低緯度に位置する海氷域で
あり、地球温暖化の影響が最も顕著に現れ
る場所として、近年特に注目されている。
また、オホーツク海は北太平洋中層水の起
源水域であり、二酸化炭素の吸収域、高生
物生産域など物質循環の見地からも重要な
海域である。
しかし、オホーツク海はこれまで観測が
少なく、何故そのような低緯度で海氷が形
成・発達できるのか等、基本的な問題でさ
え未解決であった。幸いにも、近年ロシア
の協力が得られ、日本一ロシアー米国国際
共同による研究フロジェクト（1997-2001
年；研究代表者：若土正暁）を実施するこ
とが出来た。ロシア船を用いたオホーツク
海ほぼ全域の海洋観測、ロシア航空機を用
いた冬季の大気海氷観測、砕氷パトロール
船「そうや」を用いた水路部との海氷域観
測等の各現場観測の実施を中心に、リモー
トセンシング、モデリングなどの手段を総
合し、海氷の消長・変動のメカニズム、海
洋循環、物質循環、北太平洋中層水の起源
水の生成機構、大気ー海洋相互作用、古海
洋などを明らかにすることを目的に研究を
進め、多くの貴重な成果が得られた。ここ
では、海洋物理に絞って主な成果を報告す
る。
尚、プロジェクト全体の成果については、
戦略的創造研究推進事業研究終了報告書
8 
（平成9年度研究課題：オホーツク海氷の
実態と気候システムにおける役割の解明）
を参照されたい。
1）海洋循環・東樺太海流
海洋循環に関しては、オホーツク海のほ
とんどがロシア領海のため、ロシア極東水
文気象研究所観測船「クロモフ号」を用い
て、今まで侵入することさえ不可能であっ
た北西部大陸棚域も含めたほぽ全域の海洋
観測を、 1998年から 2000年まで計 3回、
毎年季節をかえて実施した。合計 17地点に
おける流速計係留観測による「オイラー的」
観測と計 20基のアルゴス表層ブイや計 18
基のPALAC E中層フロートを展開する
ことによる「ラグランジェ的」観測とを平
行させて実施した。この観測での最大の成
果は、これまで流氷の南への運び、役として
「まぼろしの海流」とされ、その実態が全
く不明であった東樺太海流の存在を初めて
確認したことである。ドリフター観測（図
1)から、東樺太海流はほぼ定常な南下流
として存在しており、樺太南端から北海道
沖まで南下する成分とテルペニア湾あたり
で東向する成分の二成分系から成っている
ことなどが分かつた（図2）。さらに、流速
計係留観測から、東樺太海流は深さ lOOOm
にも及ぶ大海流（年平均流量： 6.7Sv）であ
ること、また他には例を見ないような、冬
最大（12Sv）・夏最小（lSv）の極めて季節
変動の大きな海流であることなどが明らか
になった（図3、図4）。
全体的な循環としては、中央部から北部



